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（ 、 ）○ 別表 学部の学科 研究科の専攻等

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (b) (b)/(a)×100

(人) (人） （％）＜工芸科学部＞

（昼間コース）

応用生物学課程 ２２１ ２３４ １０５．８８

生体分子工学課程 １８５ ２２１ １１９．４６

高分子機能工学課程 １８５ ２２２ １２０．００

物質工学課程 ３１４ ３６５ １１６．２４

電子システム工学課程 ２２８ ２７５ １２０．６１

情報工学課程 ２２８ ２７７ １２１．４９

機械システム工学課程 ３３４ ３９３ １１７．６６

デザイン経営工学課程 １２４ １５５ １２５．００

造形工学課程 ４４６ ４９２ １１０．３１

学部共通（３年次編入学） ４０ － －

（夜間主コース）

先端科学技術課程 ５００ ６２７ １２５．４０

学士課程 計 ２８０５ ３２６１ １１６．２６

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

＜工芸科学研究科＞

応用生物学専攻 〔修士課程〕 ６９ ８２ １１８．８４

生体分子工学専攻 〔修士課程〕 ５２ ６１ １１７．３１

高分子機能工学専攻 〔修士課程〕 ５２ ６９ １３２．６９

物質工学専攻 〔修士課程〕 ８７ １２６ １４４．８３

電子システム工学専攻 〔修士課程〕 ５０ ８６ １７２．００

情報工学専攻 〔修士課程〕 ５０ ６４ １２８．００

機械システム工学専攻 〔修士課程〕 ７４ １２４ １６７．５７

デザイン経営工学専攻 〔修士課程〕 ２４ ３８ １５８．３３

造形工学専攻 〔修士課程〕 ４６ ６５ １４１．３０

デザイン科学専攻 〔修士課程〕 ２５ ３６ １４４．００

建築設計学専攻 〔修士課程〕 ３５ ５６ １６０．００

先端ファイブロ科学専攻〔修士課程〕 ４４ ９１ ２０６．８２

修士課程 計 ６０８ ８９８ １４７．７０

生命物質科学専攻 〔博士課程〕 ５４ ５８ １０７．４１

設計工学専攻 〔博士課程〕 ３０ ３０ １００．００

造形科学専攻 〔博士課程〕 ２４ ３２ １３３．３３

先端ファイブロ科学専攻〔博士課程〕 ３０ ４５ １５０．００

博士課程 計 １３８ １６５ １１９．５７

○ 計画の実施状況等
（１）学士課程

学士課程における定員充足率は１１６．２６％であり、収容定員を充
足している。課程毎の定員充足率についても１０５．８８％～１２５．
４０％であり、全ての課程で収容定員を充足している。

収容数が収容定員を１５％以上超過している主な理由は、入学辞退者
が多くなる後期重視型の日程を採用しているため、一般選抜においては
募集人員を上回る人数を合格者としているが、特に平成１８年度は改組
の影響を受け、その入学辞退者が予測数を大幅に下回ったことによるも
のである。

この合格者数の決定は、①入学試験成績、②入学志願者の併願状況、
さらに、③前年度以前の入学辞退状況、④前期日程（当該年度）入試に
おける入学辞退状況などを分析のうえ、本学の教育を受けるにふさわし
い能力・適性等を判断して行っているが、平成１８年度については、教
育組織の大幅な改組・再編により、前年度以前の入学辞退状況とは異な
る結果となった。

（２）修士課程
修士課程における定員充足率は、１４７．７０％であり、収容定員を

。 ． ．充足している 専攻毎の定員充足率についても１１７ ３１％～２０６
８２％であり、全ての専攻で収容定員を充足している。

収容数が収容定員を１５％以上超過している主な理由は、最近の入学
志願者の漸増によるもので、学生の進学意欲に応えるために能力・適性
を判断のうえ、教育研究に支障を来さない範囲で受け入れていることに
よる。

、 、なお 平成１８年度から実施した教育研究組織の改組・再編において
、 、 、修士課程の質的 量的充実を図るため ９専攻を１２専攻に再編整備し

入学定員を８２名増員したが、この結果、修士課程全体における定員充
足率は、平成１７年度と比して、２３．２１ポイント減少した。

（３）博士課程
博士課程における定員充足率は、１１９．５７％であり、収容定員を
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充足している。専攻毎の定員充足率についても１００％～１５０％であ
り、全ての専攻で収容定員を充足している。

収容数が収容定員を１５％以上超過している主な理由は、学位論文作
成遅延による標準在学年限超過学生が影響しているもので、１年次～３
年次生の定員充足率は、９４．９３％である。
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